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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・城前　実様～10：25　Bユニットトイレで転倒。左額に1㎝程の裂傷あり。床や手にも血液付着あるが、発見時ほぼ止血している状態。意識レベルの変化なく疎通良好。馬渡Dr.へ報告し、経過観察の指示あり。創部はサージンパットにて保護。その後主治医へ報告し経過観察継続、ゲンタマイシン軟膏1本処方となる。

・江刺家　惠子様～下痢が続いている事を主治医へ報告。酸化マグネシウムは適宜除剤可の指示あり。

・佐々木　マツ子様～八戸東消防署タチハナ様より入電。本人へ確認して欲しいと依頼あり。ろうそくにはマッチで火をつけていた事・家には電気が通っておらず、電化製品は使用できでいなかった事を情報提供している。
・飯田　修子様～排便-8日目。グリセリン浣腸液1本処方となる。

・清水　志野様～排便-7日目。グリセリン浣腸液1本処方となる。PM体温38.7℃まで上昇あり、日直医より発熱時カロナール(200)2T　5回分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察開始時より他室侵入・他者の私物弄り頻回にあり、都度介入している。奇声を発する等の不穏強いため、20分程度で開放観察終了している。室内でも奇声発している。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察時、不機嫌さや粗暴性なく、経過している。入室時も拒否なくスムーズに入室。室内では臥床していること多い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・石橋　進様～身体拘束中。食事摂取時、拘束一時解除し、スタッフ見守りの下、自力で摂取している。摂取後は身体拘束再開。「先生―、ちょっとー」とスタッフを呼ぶことはあるが不穏はなく経過している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～各食拒食も嗜好品は摂取されている。"過食気味だ"と話されており排泄に執着した発言も聞かれる。自己誘発性嘔吐は無い。情動不穏見られず静穏。

・佐々木　理佳様～外泊に関する訴え頻回にあり。主治医より入院し数日しかたっておらず、許可出なかったこと説明するも了解の悪さあり。妄想言動や不穏興奮は無く過ごしている。

・鈴木　徳美様～食事やオムツ交換等介入時の易怒性あり、スタッフへの暴言や粗暴行為あるも一時的。バイタルサインの異常なし。Baカテーテルより濃縮尿流出あり、血尿やコアグラはない。

・佐藤　留五郎様～酸素飽和度88～92％。湿性咳嗽・嗄声あり。トイレへの歩行時ふらつきあり立位保持困難。食事量も低下しメイバランスミニのみ。日直医へ報告し、酸素投与・補液指示あり。

＜措置入院患者様ケース検討＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～措置解除に向けてのオンライン面会実施予定（必要時看護師・主治医同席）。食事はレストランにて摂取し、他者交流見られ落ち着いて過ごす事が出来ている。

